
1 第340号

 

月曜日

2022

10/17

TEL 06-6105-1904 

〒541-0058　
大阪市中央区南久宝寺町３丁目２-７

発行元　株式会社 株式市場新聞社

日経平均株価　
　２万７０９０円７６銭　
　▲８５３円３４銭(前日比)

ＴＯＰＩＸ
　１８９８．１９
　　▲４３．５８(前日比)

日経平均の日足チャート

日立ブースのイメージ

ＣＥＡＴＥＣ２０２２開催へ
経
済
発
展
と
社
会
課
題
解
決

目玉は「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」目玉は「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」
　

ア
ジ
ア
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
Ｉ
Ｔ
技
術
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
国
際
展
示
会
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
２
」（
主
催
一
般
社
団
法
人

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
）が
１
０
月
１
８
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
と
２
１
年
は
オ
ン

ラ
イ
ン
の
み
の
展
示
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
オ
ン
ラ

イ
ン
と
共
に
３
年
ぶ
り
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
の
リ
ア
ル
で
の
開
催
と
な

る
。
今
回
の
展
示
会
で
は
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
の
実
現
が
重
要

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
注
目
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

　

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２

０
２
２
」で
は
５
３
０

以
上
の
企
業
／
団
体
の

出
展
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
２
０
１
９
年
の
出

展
社
数
は
７
８
７
社
か

ら
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
３
年
ぶ
り
の
リ

ア
ル
開
催
で
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
開
催
趣

旨
は
、「
経
済
発
展
と
社

会
課
題
の
解
決
を
両
立

す
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
の
実
現
を
目
指

し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・

業
種
の
人
と
技
術
・
情

報
が
集
い
、
共
創
に
よ

っ
て
未
来
を
描
く
」と

し
て
お
り
、

サ
イ
バ
ー
空

間
（
仮
想
空

間
）と
フ
ィ

ジ
カ
ル
空
間

（
現
実
空
間
）

を
高
度
に
融

合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
で
あ

る
「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」を

い
か
に
普
及

さ
せ
る
か
に

注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。

　

「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
」は
政
府
が
掲
げ
る
、

地
方
と
都
市
の
差
を
縮

め
て
い
く
こ
と
で
、
世

界
と
つ
な
が
る
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
の
実
現
に
絡
ん
で

く
る
が
、
ス
マ
ー
ト
ホ

ー
ム
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

（
５
９
３

８
）や
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
（
４

８
１
３
）
、

日
立
製

作
所
（
６

５
０
１
）

な
ど
が

共
同
パ

ビ
リ
オ

ン
を
含

め
て
出

展
を
予

定
、
日
立

は
モ
ビ

リ
テ
ィ
空
間
の
Ｕ
Ｘ
を

向
上
す
る
イ
ン
ホ
イ
ー

ル
モ
ー
タ
ー
な
ど
も
公

開
す
る
。
ソ
ニ
ー
グ
ル

ー
プ
（
６
７
５
８
）は
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
、
Ｅ

Ｖ
、
Ｈ
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、

Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
電
動
バ
イ
ク
、

次
世
代
ビ
ー
ク
ル
な
ど

を
紹
介
す
る
予
定
で
新

た
に
参
入
す
る
自
動
車

分
野
に
も
絡
ん
で
関
心

を
集
め
よ
う
。
富
士
通

（
６
７
０
２
）は
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
、
凸
版
印

刷
（
７
９
１
１
）は
バ
ー

チ
ャ
ル
モ
ー
ル
ア
プ
リ

な
ど
メ
タ
バ
ー
ス
に
関

連
す
る
内
容
を
出
展
す

る
。
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10
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

個別にチャンスを探る

　

前
週
の
東
京
市
場
は
下
値
模
索
が
続
い
た

あ
と
週
末
急
反
発
に
転
じ
、
ほ
ぼ
前
の
週
の
終

値
水
準
で
引
け
ま
し
た
。
日
経
平
均
は
週
間
で

２
５
円
安
で
２
万
７
０
０
０
円
台
を
キ
ー
プ

し
て
い
ま
す
。
雇
用
統
計
を
受
け
て
米
国
株
が

値
を
崩
し
た
こ
と
で
、
３
連
休
明
け
の
１
１
日

は
７
１
４
円

安
と
大
幅
に
下
落
、
１
３

日
に
発
表
さ

れ
る
９
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
へ
の
警

戒
感
か
ら
そ

の
後
も
調
整
色
を
強
め
し

た
。
た
だ
、
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
予
想
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
米

国
株
は
ダ
ウ
が
大
幅
安
か

ら
切
り
返
し

８
０
０
ド
ル
を
超
え
る
上

昇
に
な
り
、

週
末
の
日
経
平
均
も
８
５

３
円
高
と
大
幅
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
悪
材

料
を
織
込
ん
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
急
速

な
金
融
引
き
締
め
が
続
く

欧
米
の
状
況
に
変

わ
り
は
な
く
、
買
戻
し
主

体
の
動
き
で
反
動

安
に
も
注
意
が
必
要
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
週
明
け
か
ら
は
３

月
期
決
算
を
意
識
し
て
主
要
銘

柄
は
手
掛
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

週
明
け
の
流
れ
を
確
認
し
、

個
別
に
チ
ャ
ン
ス
を
探
る

考
え
で
す
。　
　

 

花
咲 

翁

ス
タ
ー
マ
イ
カ
Ｈ
Ｄ
急
落

第
４
四
半
期
減
速
懸
念
高
ま
る

スター・マイカＨＤ
　　　　　　の日足チャート

　

週
明
け
３
日
、
ス
タ

ー
・
マ
イ
カ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
９
７

５
）
が
急
落
。
２
２
年

１
１
月
期
の
第
３
四
半

期
累
計
決
算
は
、
連
結

営
業
利
益
で
前
年
同
期

比
４
７
・
８
％
増
の
５

１
億
２
８
０
０
万
円
と

大
幅
な
増
益
に
な
っ
た

が
、
通
期
は
５
６
億
４

３
０
０
万
円
（
前
期
比

３
１
・
７
％
増
）
の
従

来
予
想
を
変
え
て
お
ら

ず
、
第
４
四
半
期
（
９

～
１
１
月
）
の
減
速
が

嫌
気
さ
れ
た
。
同
時
に

１
対
２
の
株
式
分
割
を

発
表
し
た
。

東
亜
石
油
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ

　

東
亜
石
油
（
５
０
０

８
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

出
光
興
産
（
５
０
１
９
）

が
公
開
買
い
付
け
に
よ

り
完
全
子
会
社
化
す
る

と
発
表
し
た
こ
と
を
受

け
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
３
１
５

０
円
に
サ
ヤ
寄
し
て
水

準
を
切
り
上
げ
た
。
買

い
付
け
期
間
は
１
０
月

３
日
か
ら
１
１
月
１
５

日
ま
で
。
同
社
も
Ｔ
Ｏ

Ｂ
に
賛
同
し
て
お
り
、
Ｔ

Ｏ
Ｂ
完
了
後
は
上
場
廃

止
に
な
る
。

カ
ッ
パ
・
ク
リ
新
安
値

 
 

　

カ
ッ
パ
・
ク
リ
エ
イ

ト
（
７
４
２
１
）
が
４

日
続
落
、
年
初
来
安
値

を
更
新
し
た
。
田
邊
公

己
社
長
が
不
正
競
争
防

止
法
違
反
で
警
視
庁
に

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
引

き
続
き
嫌
気
さ
れ
た
。

田
邉
氏
は
「
元
同
僚
に

依
頼
し
て
は
ま
寿
司
の

日
次
売
り
上
げ
デ
ー
タ

や
材
料
の
仕
入
れ
価
格

な
ど
の
情
報
を
入
手
し

て
い
た
よ
う
だ
」
な
ど

と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、

同
社
の
先
行
き
に
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
。

伊藤忠増額増配自社株買
　

４
日
、
伊
藤

忠
商
事
（
８
０

０
１
）
が
大
幅

続
伸
。
こ
２
３

年
３
月
期
業
績

予
想
の
上
方
修

正
と
増
配
、
自

社
株
買
い
を
併

せ
て
発
表
し
た
。

連
結
最
終
利
益

予
想
を
７
０
０

０
億
円
か
ら
８

０
０
０
億
円
（
前

期
比
２
・
５
％

減
）
へ
。
６
５

円
と
し
て
い
た

期
末
配
当
を
７
５
円
に

引
き
上
げ
、
年
間
配
当

を
１
４
０
円
（
前
期
１

１
０
円
）
に
増
配
。
１

１
０
０
万
株
、
３
５
０

億
円
を
上
限
に
４
日
か

ら
２
３
年
１
月
３
１
日

ま
で
買
い
付
け
る
。

ネ
ク
ス
テ
ジ
出
尽
し
感

　

ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
（
３

１
８
６
）
が
急
反
落
。

２
２
年
１
１
月
期
第
３

四
半
期
累
計
の
連
結
営

業
利
益
は
１
４
７
億
５

６
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
５
０
・
５
％
増
）

と
大
幅
増
益
で
着
地
し

た
が
、
中
古
車
価
格
の

上
昇
に
伴
う
収
益
改
善

は
事
前
に
観
測
さ
れ
て

お
り
、
株
価
は
先
行
し

て
上
昇
し
て
い
た
こ
と

が
当
面
の
材
料
出
尽
く

し
感
に
つ
な
が
っ
た
。

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
新
値

　

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
３

５
４
９
）
が
急
伸
、
年

初
来
高
値
を
更
新
し
た
。

２
３
年
５
月
期
の
第
１

四
半
期
は
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
３

５
・
２
％
増
の
４
４
億

７
６
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
調
剤
併
設
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、

生
鮮
食
品
な
ど
の
品
揃

え
強
化
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ー
ク
ラ
ン
ズ
大
量
保
有

 
 

　

５
日
、
ア
ー
ク
ラ
ン

ズ
（
９
８
４
２
）
が
続
騰
。

大
量
保
有
報
告
書
で
旧

村
上
フ
ァ
ン
ド
系
の
シ

テ
ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
イ

レ
ブ
ン
ス
が
新
た
に

５
・
０
６
％
を
取
得
し

た
こ
と
が
判
明
し
、
一

段
の
買
い
増
し
や
株
主

還
元
強
化
な
ど
へ
の
思

惑
か
ら
買
い
を
集
め
た
。

保
有
目
的
は
投
資
と
状

況
に
応
じ
た
経
営
陣
へ

の
助
言
、
重
要
提
案
な

ど
と
し
て
い
る
。
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霞ヶ関はストップ高
今期も大幅増収益見込み増配

霞ヶ関Ｃの日足チャート

 
 

　

５
日
、

霞
ヶ
関
キ

ャ
ピ
タ
ル

（
３
４
９

８
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

２
３
年
８

月
期
の
連

結
業
績
は

売
上
高
２

６
５
億
円

（
前
期
比

２
７
・
５

％
増
）
、

営
業
利
益
３
２
億
円

（
同
４
９
・
４
％
増
）

と
前
期
に
続
い
て
大
幅

増
収
増
益
を
見
込
ん
だ
。

Ｅ
Ｃ
市
場
拡
大
や
冷
凍

冷
蔵
倉
庫
へ
の
需
要
に

支
え
ら
れ
物
流
施
設
開

発
が
引
き
続
き
拡
大
、

ホ
テ
ル
開
発
も
回
復
の

見
込
み
で
、
年
間
配
当

も
５
０
円
（
前
期
３
０

円
）
へ
増
配
す
る
。

エ
ス
プ
ル
６
～
８
月
減
益

　

エ
ス
プ
ー
ル
（
２
４

７
１
）
が
大
幅
反
落
。

２
２
年
１
１
月
期
の
第

３
四
半
期
累
計
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
１
７
・
７
％
増

の
２
２
億
７
４
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
人
材
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

落
ち
込
み
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
、
売
上
・

利
益
と
も
に
第
３
四
半

期
連
結
累
計
期
間
に
お

け
る
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。
た
だ
、
６
～
８

月
に
限
る
と
前
年
同
期

比
５
・
１
％
減
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
嫌
気
さ

れ
た
。

  

Ｗ
Ｎ
Ｉ
ウ
ェ
ザ
２
ケ
タ
減
益

　

６
日
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ズ
（
４
８
２
５
）

が
急
反
落
。
２
３
年
５

月
期
の
第
１
四
半
期
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
１
０
・

３
％
減
の
４
億
７
２
０

０
万
円
と
な
っ
た
こ
と

が
嫌
気
さ
れ
た
。
気
象

リ
ス
ク
へ
の
関
心
が
高

ま
る
な
か
売
上
げ
は
着

実
に
伸
び
て
い
る
が
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
能

力
の
継
続
的
強
化
に
伴

う
人
財
投
資
や
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
や
ネ
ッ
ト
広
告
等

の
積
極
的
な
広
告
投
資

が
圧
迫
し
た
。
通
期
予

想
の
３
２
億
円
（
前
期

比
１
０
・
２
％
増
）
は

据
え
置
い
て
い
る
。

三
陽
商
４
日
続
伸
し
新
値

　

三
陽
商
会
（
８
０
１

１
）
が
４
日
続
伸
、
年

初
来
高
値
を
更
新
し

た
。
２
３
年
２
月
期
の

業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
営
業
利
益
１
２
億

円
か
ら
１
６
億
円
（
前

期
１
０
億
５
８
０
０
万

円
の
赤
字
）
へ
上
方
修

正
、
期
末
一
括
配
当
を

４
０
円
か
ら
５
０
円

（
前
期
無
配
）
へ
引
き

上
げ
た
。
緊
急
事
態
宣

言
や
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
な
ど
の
行
動
規

制
が
実
施
さ
れ
ず
、
堅

調
に
推
移
し
た
。

https://greenfunding.jp/lab/projects/6451
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10
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 鬼門を抜けるか!?

日々勇太朗

　先週の株式市場は週末にドラマが
待っていました。週初から１３日の
米９月消費者物価指数（ＣＰＩ）の
発表を控え各国市場は続落していき
ました。ＣＰＩは市場予想を上回っ
て着地し、発表直後は急落反応とな
りました。しかし、続落続きだった
ため、売り方が手仕舞いの買い戻し
を入れたことから株価は急騰。ＮＹ
ダウは４日分の日足を一気に包む陽
線形成となり、東京市場も一気に２万７
０００円台を回復しました。
　日経平均は２万７１８０円高値まであ
りましたが、鬼門はこの上の２５日線、
２００日線です。これらを突破して１０
月６日高値を抜けば日足二段上げとなり、
８月高値と９月高値を結んだ延長線上の
２万８２００円近辺を狙えることになり
ましょう。１０月限オプションの特別清

算指数（ＳＱ値）である２万
６６６６．３１円を上回って
いる間は強気対処で良いと思
います。

薬
王
堂
計
画
超
で
高
進
捗

薬王堂ＨＤの日足チャート
　

６
日
、
薬
王
堂
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
７
６

７
９
）
が
急
速
に
切
り

返
し
年
初
来
高
値
を
更

新
し
た
。
２
３
年
２
月

期
第
２
四
半
期
累
計
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
は
２
８
億
２
２
０
０

万
円
と
計
画
を
上
回
り

増
益
で
着
地
し
た
こ
と

で
収
益
上
振
れ
が
期
待

さ
れ
た
。
会
計
基
準
変

更
で
比
較
は
な
い
が
、

前
年
同
期
は
２
６
億
４

７
０
０
万
円
で
実
質
増

益
。
調
剤
薬
局
を
中
心

に
し
た
出
店
効
果
が
表

面
化
し
て
お
り
、
通
期

計
画
の
４
０
億
９
５
０

０
万
円
に
対
す
る
進
捗

率
は
６
９
％
に
達
す
る
。

公
開
価
格
36
％
上
回
る

Ｆ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
Ｒ
の
初
値

　

Ｆ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
Ｒ
（
５
１

２
９
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
３
４
０
円

を
３
６
％
上
回
る
１
８

２
２
円
で
初
値
を
つ
け

た
。
ラ
ウ
ド
環
境
で
動

作
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
、

ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
設
計

や
運
用
・
保
守
、
監
視

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
。

新日科学上昇率トップ
外資系証券新規「Ｂｕｙ」刺激

　

週
末
９

日
、
新
日

本
科
学

（
２
３
９

５
）
が
急

伸
、
プ
ラ

イ
ム
市
場

上
昇
率
ト

ッ
プ
に
立

っ
た
。
ジ

ェ
フ
リ
ー

ズ
証
券
が

新
規
「
Ｂ

ｕ
ｙ
」
目

標
株
価
を

３
８
０
０
円
に
設
定
し

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

株
価
は
５
連
騰
で
年
初

来
高
値
を
更
新
、
２
０

０
４
年
の
高
値
２
９
４

０
円
に
迫
り
つ
つ
あ
る
。

ガ
ー
ラ
韓
国
で
メ
タ
バ
ー
ス

　

ガ
ー
ラ
（
４
７
７
７
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
韓
国

の
連
結
子
会
社
Ｇ
ａ
ｌ

ａ 

Ｌ
ａ
ｂ
が
現
地
Ｌ

Ｇ 
Ｕ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
、
Ｍ
ｅ

ｇ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ｃ
ｏ

ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
メ
タ
バ
ー
ス
キ
ャ
ン

パ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
に
関
す
る
業
務

提
携
に
基
本
合
意
し
た

と
発
表
し
た
。
よ
る
韓

国
事
業
の
拡
大
と
連
結

収
益
貢
献
が
期
待
さ
れ

た
。

ア
ー
ル
プ
ラ
一
転
大
幅
減
益

　

ア
ー
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
２
９
８
３
）
が
急
反
落
。

２
３
年
１
月
期
の
連
結

業
績
予
想
を
修
正
、
営

業
利
益
を
１
６
億
５
０

０
０
万
円
か
ら
１
１
億

円
（
前
期
比
２
７
・
６

％
減
）
へ
引
下
げ
、
一

転
大
幅
減
益
を
見
込
ん

だ
。
イ
ン
フ
レ
圧
力
の

強
ま
り
や
急
速
な
円
安

な
ど
で
原
材
料
コ
ス
ト

が
上
昇
、
売
上
総
利
益

が
減
少
す
る
。

シ
リ
コ
ン
ス
タ
は
大
幅
増
額

　

連
休
明
け
１
１
日
、

シ
リ
コ
ン
ス
タ
ジ
オ
（
３

９
０
７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
２
年
１
１
月
期
の
業

績
予
想
の
修
正
を
発
表
、

連
結
売
上
高
で
４
０
億

９
５
０
０
万
円
か
ら
４

４
億
円
（
前
期
比
１
０
・

４
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
１
億
円
か
ら
３
億

２
０
０
０
万
円
（
前
期

９
６
０
０
万
円
の
赤

字
）
へ
大
幅
に
上
方
修

正
し
た
。
開
発
推
進
・

支
援
で
は
受
託
開
発
の

増
加
、
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

ラ
イ
セ
ン
ス
販
売
で
大

型
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の

売
上
を
一
括
計
上
し
た

こ
と
な
ど
が
寄
与
し
た
。

安
川
電
利
益
下
方
修
正

　

安
川
電
機
（
６
５
０

６
）が
続
落
。
２
３
年
２

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
売
上
高
で
５

２
５
０
億
円
か
ら
５
５

０
０
億
円
（
前
年
同
期
比

１
４
．
８
％
増
）
へ
、営
業

利
益
で
７
２
０
億
円
か

ら
７
０
０
億
円
（
同
３

２
．
４
％
増
）
へ
修
正
し

た
。
売
上
増
加
に
よ
る
改

善
は
あ
る
も
の
の
、
原
材

料
費
や
物
流
費
の
高
騰

の
影
響
が
想
定
よ
り
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
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～ 決 算 情 報 ～

第１四半期は１０．８％増収
業務用カーペットで大型受注

住江織物

　住江織物３５０１）の今２３年５月期第１
四半期決算は、連結売上高で２０７億６５０
０万円（前年同期比１０．８％増）、営業損
益で２億７６００万円の赤字（前年同期３億
２７００万円の赤字）、最終損益で４億２９
００万円の赤字（同５億４８００万円の赤字）
となった。インテリア事業が業務用カーペッ
トで大型物件の受注を獲得、壁装関連も堅調
となったことから好調に推移、自動車・車両
内装事業の海外関連売上高が為替の影響もあ
り増加したが、自動車関連では半導体や部品
供給不足による減産の影響を受けており、原
材料高も圧迫した。通期は連結売上高で８９
０億円（前期比８．９％増）、営業利益で１
７億円（同１５．４％倍）、最終利益で５億
円（同７７．８％増）と従来予想を据え置いた。

日電産10％に迫る下落
永守会長インサイダー疑惑報道

日本電産の日足チャート

　
１
１
日
、

日
本
電
産

（
６
５
９

４
）が
急
落
、

下
落
率
は

一
時
１
０

％
に
迫
っ

た
。
東
洋
経

済
オ
ン
ラ

イ
ン
で
「
日

本
電
産
に

疑
惑
、
自
社

株
買
い
に

永
守
会
長

が
関
与
か
、

株
価
至
上

主
義
が
招
い
た
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
の
疑
い
」と

報
じ
た
。
同
社
は
「
一
切

事
実
で
な
い
。
当
該
報
道

機
関
に
対
し
て
は
法
的

措
置
を
含
め
て
対
応
を

検
討
中
」と
発
表
し
た
。

 

マ
ニ
ー
２
ケ
タ
増
収
増
益

ダ
イ
ヤ
バ
ー
や
サ
ー
ジ
カ
ル
伸
長

　
１
２
日
、
マ
ニ
ー
（
７

７
３
０
）が
急
伸
。
２
３

年
８
月
期
は
連
結
売
上

高
で
２
３
４
億
円
（
前
期

比
１
４
・
６
％
増
）
、営

業
利
益
で
７
１
億
円
（
前

期
比
１
５
・
１
％
増
）と

２
ケ
タ
増
収
増
益
を
見

込
ん
だ
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。
新
興
国
向
け
に
る

ダ
イ
ヤ
バ
ー
の
販
売
が

拡
大
、
ア
ジ
ア
や
欧
州
で

サ
ー
ジ
カ
ル
品
が
伸
び

て
い
る
。

 

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
下
方
修
正

　
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
８
１
９
４
）が

大
幅
に
５
日
続
落
。
２
３

年
２
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
営
業
利

益
で
２
３
２
億
円
か
ら

１
７
０
億
円
（
前
期
比
２

５
・
９
％
減
）
へ
下
方
修

正
し
た
。
行
動
制
限
緩
和

な
ど
に
よ
っ
て
内
食
需

要
が
落
ち
着
き
を
見
せ

つ
つ
あ
る
こ
と
に
加
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
原

材
料
価
格
な
ど
の
高
騰

が
期
初
の
想
定
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
要
因
。

 
サ
ク
セ
ス
Ｈ
新
事
業
操
業

　

Ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｈ

ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
（
４
８
３

３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。
Ｉ

Ｔ
を
主
と
し
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
創

業
し
た
と
発
表
し
た
。

全
国
の
中
堅
中
小
企
業

に
対
し
、
事
業
戦
略
や

営
業
戦
略
、
内
部
統
制

構
築
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
な
ど
で
Ｉ
Ｔ
に
関
す

る
課
題
解
決
を
中
心
に

顧
客
満
足
度
の
最
大
化

を
目
指
す
と
し
て
お
り
、

早
期
収
益
貢
献
を
期
待

し
た
買
い
を
集
め
た
。

公
開
価
格
５
％
上
回
る

ソ
シ
オ
ネ
ク
ス
ト
の
初
値

　

ソ
シ
オ
ネ
ク
ス
ト

（
６
５
２
６
）
が
東
証

プ
ラ
イ
ム
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
３
６

５
０
円
を
５
・
１
％
上

回
る
３
８
３
５
円
で
初

値
が
生
ま
れ
た
。
フ
ァ

ブ
レ
ス
形
態
に
よ
る
Ｓ

ｏ
Ｃ
（
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ 

ｏ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｐ
）
の

設
計
・
開
発
と
販
売
を

行
う
。

ＮＰＣ４５％営業減益
　

１
３
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｃ
（
６
２
５
５
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
８
月
期

は
、
連
結
営
業

利
益
で
前
期
比

４
４
・
７
％
減

の
３
億
４
２
０

０
万
円
を
見
込

ん
だ
こ
と
が
嫌

気
さ
れ
た
。
部

品
の
長
納
期
化

や
部
品
価
格
の

上
昇
の
影
響
を

受
け
、
受
注
済
み
案
件

の
利
益
率
が
低
調
と
な

る
見
込
み
。

コ
シ
ダ
カ
営
業
益
3.4
倍

　

コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
２
１
５
７
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
３

年
８
月
期
は
、
連
結
営

業
利
益
で
前
期
比
３
・

４
倍
の
７
４
億
３
０
０

０
万
円
と
大
幅
な
増
益

を
見
込
ん
だ
こ
と
が
好

感
さ
れ
た
。
積
極
的
新

規
出
店
の
継
続
、
新
し

い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
の
開
発
提
供
を
進
め

て
い
く
。

ヒトコムＨＤが急落
　

ヒ
ト
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
４
４
３
３
）

が
急
落
。
２
３
年

８
月
期
は
、
連
結

営
業
利
益
で
前
期

比
１
８
・
０
％
減
の
４

７
億
円
と
減
益
を
見
込

ん
だ
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
や

為
替
の
動
向
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
混
乱
の
影

響
な
ど
不
確
実
な
状
況

が
続
く
と
し
て
い
る
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

戻
り
高
値
更
新
に
期
待

個別では任天堂など

　

１
４
日
の
日
経
平
均
は
２
万
７
０

０
０
円
台
を
回
復
し
ま
し
た
。
１
３

日
は
米
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
発
表
待
ち
で
見
送

ら
れ
ま
し
た
が
、
引
け
に
か
け
て
は

警
戒
感
が
強
ま
り
、
安
値
引
け
で
１

５
９
円
安
の
２
万
６
２
３
７
円

で
終
え
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の

下
落
で
マ
ド
が
空
い
て
い
た
２

万
６
２
１
５
円
水
準
に
ほ
ぼ
迫

っ
た
こ
と
で
修
正
安
も
行
き
着

き
、
チ
ャ
ー
ト
的
に
は
反
発
す

る
位
置
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｉ
を
警
戒
す
る
あ
ま
り
、

日
経
平
均
は
６

日
か
ら
下
落
傾

向
を
強
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ

の
水
準
ま
で
下

落
し
た
こ
と
で

２
番
底
形
成
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で

す
が
、
予
想
よ
り
も

悪
い
結
果
に
な
り
、

米
国
株
式
は
寄
り
付

き
か
ら
４
５
０
ド
ル

ほ
ど
下

落
し
て

始
ま
り
、

そ
の
後

５
４
０

ド
ル
安

ま
で
下
落

を
加
速
さ

せ
ま
し
た
。

し
か
し
、

Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
悪
化
を
懸
念
し
て
売
り
が

加
速
し
て
い
た
こ
と
で
、
発
表
に
よ

り
出
尽
く
し
か
ら
急
速
に
戻
し
始
め

ま
し
た
。
こ
の
戻
り
を
み
て
１
０
年

国
債
の
金
利
も
４
・
０
８
％
ま
で
上

昇
し
て
い
た
の
で
す
が
、
低
下
し

始
め
て
３
・
９
４
％
と
な
り
ま
し

た
。
米
国
株
式
は
引
け
ま
で
上
昇

を
続
け
て
、
つ
い
に
３
万
ド
ル
台

ま
で
戻
し
３
万
１
６
８
ド
ル
の
高

値
を
付
け
て
３
万
３
８
ド
ル
と
８

２
７
ド
ル
高
で
終
え
ま
し
た
。

　

東
京
市
場
も
懸
念
材
料
の
通
過

で
１
４
日
は
戻
す
動
き
に
な
り
ま

し
た
。
２
万
７
３
０
０
円
の
戻
り

高
値
を
更
新
す
る
と
こ
ろ
ま
で
上

値
を
追
う
こ
と
が
今
週
に
は
み
ら

れ
そ
う
で
す
。
個
別
で
は
任
天
堂

（
７
９
７
４
）

や
下
落
傾
向

を
続
け
て
い

た
三
菱
重
工

（
７
０
１
１
）

に
注
目
。
円
安

進
行
で
自
動
車

株
の
ホ
ン
ダ

（
７
２
６
７
）

は
じ
め
売
ら
れ

続
け
て
い
た
日

産
自
（
７
２
０

１
）
も
買
い
戻

さ
れ
そ
う
で
す
。

東
芝
が
マ
ド
空
け
急
伸

買
収
額
２
兆
８
０
０
０
億
円
報
道

東芝の日足チャート

　
１
３
日
、
東
芝
（
６

５
０
２
）
が
マ
ド
を
空

け
て
急
伸
。
共
同
通
信

が
「
東
芝
が
経
営
再
建

案
を
巡
り
優
先
交
渉
権

を
与
え
た
企
業
連
合
が
、

東
芝
の
非
上
場
化
に
向

け
た
買
収
額
と
し
て
２

兆
８
０
０
０
億
円
を
想

定
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
報
じ
た
。

１
兆
円
程
度
を
出
資
し
、

残
り
を
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
で
賄
う
方

向
で
調
整
。
今
後
の
値

動
き
や
、
時
価
総
額
に

一
定
の
上
乗
せ
を
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
の
算
定
次

第
で
実
際
の
買
収
額
は

変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
企
業

連
合
の
中
核
で
あ
る
国

内
フ
ァ
ン
ド
の
日
本
産

業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
東

レ
（
３
４
０
２
）
に
出

資
を
打
診
し
た
こ
と
も

わ
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

ファーストリ騰勢目立つ

 
 

 
 

　

週
末
１
４
日
、

フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ

（
９
９
８
３
）

の
騰
勢
が
目
立

っ
た
。
リ
ス
ク

オ
ン
地
合
い
で

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

買
い
が
株
価
を

押
し
上
げ
る
な

か
、
決
算
内
容

が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

視
さ
れ
た
。
２

２
年
８
月
期
は

連
結
最
終
利
益
２
７
３

３
億
３
５
０
０
万
円

（
前
の
期
比
６
０
・
９

％
増
）
と
大
幅
増
益
、

２
３
年
８
月
期
は
２
３

０
０
億
円
（
前
期
比
１

５
・
９
％
減
）
と
減
益

予
想
な
が
ら
、
為
替
差

益
は
見
込
ま
ず
、
実
質

は
増
益
で
連
続
最
高
益
。

大
黒
天
は
下
方
修
正

 
 

 
 

　

大
黒
天
物
産
（
２
７

９
１
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
５
月
期
通
期
予

想
に
つ
い
て
、
営
業
利

益
を
５
９
億
円
か
ら
３

９
億
２
３
０
０
万
円

（
前
期
比
５
４
・
１
％

減
）
へ
下
方
修
正
し
た
。

関
西
物
流
Ｒ
Ｍ
セ
ン
タ

ー
の
立
ち
上
げ
費
用
に

加
え
、
原
材
料
価
格
高

騰
に
よ
る
売
上
総
利
益

率
の
低
下
や
光
熱
費
の

上
昇
が
収
益
を
圧
迫
。

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

 
 

 

　

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ
（
４
４

２
５
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

戦
略
的
技
術
パ
ー
ト
ナ

ー
の
イ
ン
テ
ル
が
自
律

走
行
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
キ
ッ

ト
の
商
用
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ

ｌ 

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
Ｋ
ｄ
Ｖ
ｉ
ｓ

ｕ
ａ
ｌ
を
採
用
し
た
と

発
表
し
た
。
イ
ン
テ
ル

の
エ
ッ
ジ
・
イ
ン
サ
イ

ト
を
融
合
、
開
発
を
高

精
度
、
効
率
化
す
る
。

https://marketpress.jp/
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
良品計画（７４５３） 高田工業所（１９６６）

サイゼリヤ（７５８１） ライフコーポ（８１９４）

　９月５日の安値２４５３円を底に１０月
１３日には一時２８０９円の高値を付ける
場面もあったが、２７００円近辺で上値の
重い動き。同業他社に比べて値上げをしな
い分、利益率悪化を懸念。

　９月１３日に年初来高値１３１１円を付
けたあと、７５日線レベルまで押し目を入
れ調整完了。切り返しから２５日線を回復
し本格反騰へ。ＰＥＲ５倍台、ＰＢＲ０．
５倍台と割安で好業績期待も強い。

　１２００円割れまで売り込まれたが、２
３年８月期の１７．９％増収予想を受けて
５０日銭まで回復する。戻り売りをこなし
て７月２５日の１３８５円を抜ければ、６
月３日高値１４６５円を目指す展開に期待。

　２３年２月期下方修正を嫌気、急落のあ
とも戻りは鈍い。信用買残の整理は進むも
のの、日証金融資残が大幅に増え需給が重
荷。大勢下降トレンドのなか急降下してく
る５日線に上値を抑えられ一段安も。
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株街往来
星野三太郎の

～休むも相場～
 

　

一
年
が
経

つ
は
早
い
も
の
で
、
エ
ン
タ

メ
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
紅

白
歌
合
戦
や
大
晦
日
の
特
番

の
話
題
が
チ
ラ
ホ
ラ
増
え
て

き
た
。
株
式
投
資
に
つ
い
て

は
現
物
株
を
放
置
し
て
い
る

方
は
例
外
と
し
て
、
日
々
頻

繁
に
売
買
を
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
年
間
の
収
支
を
意

識
す
る
時
期
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

　

例
え
ば
毎
月
平
均
し
て
１

万
ず
つ
利
益
を
得
た
と
し
て
、
年
間
で
は
１
２
万
円
の
運

用
益
に
な
る
。
こ
れ
を
１
０
年
間
続
け
た
と
し
て
１
２
０

万
円
の
運
用
益
。
「
毎
月
１
万
円
の
利
益
な
ん
て
簡
単
だ

な
！
」
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
実
際
に
は
そ
う
上
手
く
は

行
か
な
い
。
株
式
市
場
を
１
年
間
で
見
る
と
必
ず
１
～
２

度
は
暴
落
に
遭
遇
す
る
。

　

筆
者
の
経
験
で
は
１
９
８
７
年
１
０
月
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン
デ
ー
、
２
０
０
８
年
９
月
の
な
ど
の
経
験
か
ら
秋
が
危

険
で
あ
る
こ
と
が
身
に
染
み
て
い
て
、
こ
の
時
期
は
で
き

れ
ば
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

「
今
年
は
何
も
起
こ
ら
な
い
」
と
の
気
の
緩
み
で
損
失
を

被
る
こ
と
も
あ
る
。
暴
落
時
の
１
度
の
損
失
が
致
命
傷
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

長
く
運
用
を
続
け
て
い

く
に
は
、
「
休
む
も
相
場

」
で
慎
重
さ
を
貫
く
こ

と
も
大
事
。
今
年
秋
の

暴
落
は
長
い
。
も
う
少

し
我
慢
が
必
要
か
？

ダンロップ ゲーミング マ
　　　　　ッスル アームサポーター

アームサポーターを発売

 

住友ゴム工業

ｅスポーツ市場に参入ｅスポーツ市場に参入ｅスポーツ市場に参入

　

住
友
ゴ
ム
工
業
（
５
１
１
０
）
は
、

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
新
規
事
業
と
し

て
、
そ
の
成
長
が
注
目
さ
れ
る
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
市
場
に
参
入
す
る
。

　

そ
の
第
１
弾
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
に
特
化
し
た
、
プ
レ
ー
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
ア
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
「
ダ
ン
ロ
ッ
プ 

ゲ
ー

ミ
ン
グ 

マ
ッ
ス
ル 

ア
ー
ム
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
１
０
月
２
６
日
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ
」
で
販
売
す
る
。

　

こ
の
製
品
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

マ
ウ
ス
操
作
を
行
う
前
腕
部
と
マ

ウ
ス
パ
ッ
ド
と
の
滑
り
を
滑
ら
か

に
す
る
。
さ
ら
に
、
製
品
本
体
に

低
摩
擦
素
材
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

前
腕
部
と
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
の
接
触

面
の
摩
擦
抵
抗
を
軽
減
さ
せ
、
マ

ウ
ス
の
操
作
性
を
高
め
て
い
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

おいしい酸化防止剤無添加ワイン

シードルwithカシス数量限定でキ
リ
ン
Ｈ
Ｄ

お
い
し
い
酸
化
防
止
剤
無
添
加
ワ
イ

　
　

ン 
シ
ー
ド
ル 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

カ
シ
ス

 

　キリンホールディングス
（２５０３）グループのメル
シャンは、「おいしい酸化防
止剤無添加ワイン シードル」
シリーズから「おいしい酸化
防止剤無添加ワイン シード
ル ｗｉｔｈ カシス」（５０
０ｍｌ）を１１月１日から数
量限定で発売する。
　りんごのスパークリングワ
インにカシスの果汁をプラス
し、酸化防止剤を添加せずに
丁寧に仕上げている。りんご
の果実感とカシスの甘酸っぱ
さの調和がとれたおいしさと

心地よい微発泡感が楽しめる、飲みやすい味
わい。醸造からびん詰めまで、酸素の接触を
最小限にして製造時の酸化を抑えるメルシャ
ン独自の「フレッシュ製法」を使用。パッケ
ージはりんごとカシスの果実感と中身特長を
わかりやすく表現した、華やかで店頭視認性
が高いデザインにしている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

米国中間選挙前は警戒
情勢の変化で相場は不安定化も

財
政
に
よ
る
浮
揚
効
果
限
定
も

ｅＷｅＬＬの日足チャート

　ハイテク
株の比率が
高いナスダ
ック総合指
数が下げ止
まらず、年
初来安値を

更新。主要な半導体関連銘柄で構成するフィラ
デルフィア半導体株指数（ＳＯＸ）は下落基調
を強めている。
　年初からの下落率は４４％に達した。長くサ
ポートラインとして意識されていた２００週移
動平均も割れた。週足ベースで割り込むのは２
０１２年１１月以来、約１０年ぶりだ。スマー
トフォンの急速な普及やＧＰＵ（画像処理半導
体）の活用など、時代の変化を背景にＳＯＸ指
数は上昇を続けてきた。
　世界的な株安が生じた２０２０年３月のコロ
ナショックでも２００週移動平均で下げ止まっ
た経緯がある。その後は新型コロナウイルス禍
での巣ごもり需要を背景に指数は切り返した。
足元では新型コロナ禍のスマホやパソコン（Ｐ
Ｃ）向け特需が剥落し、半導体の先端技術を巡
る米中対立も過熱化している。ＰＣ向けの在庫
調整は続きそうで、ｉＰｈｏｎｅ１４の売れ行
きも良くない。半導体の調整局面を抜け出すに
は時間がかかりそうだ。
　米株相場は１１月８日の中間選挙を前に下げ
やすいというアノマリーがある。ＵＢＳは「投
票状況や選挙結果は夏以降著しく変化しており、

２２年には
支持率の低
下を背景と
した与党の
多額の損失
の歴史的パ
ターンが若
干異なる可
能性がある
ことを示唆
している」
と指摘。
　従来は与
党が上院・
下院で大敗
することが
多かったが、
今年はイン
フレの一因
となったガソリン価格が下落基調にある
ほか、米連邦最高裁が中絶を認めない判
決を出したこと、学生ローン支払い免除
やインフレ抑制法の成立をさせてことで、
上院で民主党が過半数を維持する可能性
が高いと見ている。
　世論調査サイト「ファイブサーティー
エイト」の集計では、上院では民主党が、
下院では共和党がそれぞれ若干の差で勝
利すると見込まれている。分裂した政府
では、フィスカル・ドラッグ（財政によ
る景気押し下げ効果）と緊縮がさらに進
むと予想される。仮に不況に陥った際に
は、景気刺激策による支出が限定的とな
り、家計よりも事業救済に向けられる可
能性もあり、景気浮揚への効果が限られ
る懸念がある。１１月８日の中間選挙ま
で情勢の変化によって相場が不安定化す
ることに警戒が必要だ。　
　潮流銘柄はｅＷｅＬＬ（５０３８）、グ
ローバルセキュリティエキスパート（４
４１７）、エフピコ（７９４７）
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

デリバティブを駆使した商
　　　品の損失が目立ち始めた

突
然
の
金
融
破
綻
に
注
意

債
券
投
資
失
敗
増
え
る

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
２
５
円
安
と
反
落
し
た
。
だ
が
、

週
足
で
は
寄
り
付
き
が
低
く
始
ま

っ
た
た
め
２
週
連
続
陽
線
と
な
っ

た
。
動
き
と
し
て
は
９
月
米
Ｃ
Ｐ

Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）
の
発
表
を

控
え
週
前
半
は
警
戒
し
て
軟
調
な

動
き
と
な
っ
た
が
発
表
後
は
急
騰

し
た
。
「
噂
で
売
っ
て
事
実
で

買
う
」
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

今
年
の
傾
向
と
し
て
米
Ｃ
Ｐ

Ｉ
の
発
表
で
下
落
す
る
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
の
で
そ
れ
を

狙
っ
て
仕
掛
け
た
短
期
筋
が
一
気

に
買
戻
し
を
し
た
よ
う
だ
。

　

発
表
数
字
は
市
場
予
想
よ
り
も

高
い
伸
び
で
は
あ
っ
た
が
前
月
よ

り
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ

レ
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
感
が
出
て
買
戻

し
が
出
た
と
の
解
釈
が
一
般
的
だ
。

だ
が
、
結
局
は
売
り
が
高
水
準
に

た
ま
っ
て
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
き
っ
か
け
で
戻
り
易
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
買
戻
し
が
終

了
す
る
と
再
び
上
値
の
重
い
相
場

展
開
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

１
１
月
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
０
・
７

５
％
の
金
利
引
き
上
げ
は
織

り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

イ
ン
フ
レ
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
金
融

の
引
き
締
め
は
当
面
続
く
と

思
わ
れ
る
が
、
金
利
引
き
上

げ
に
よ
っ
て
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

（
金
融
派
生
商
品
）
を
組
み
合

わ
せ
た
債
券
運
用
に
大
き
な

損
失
が
出
始
め
て
い
る
事
に

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

英
国
の
年
金
基
金
が
Ｌ
Ｄ
Ｉ
（
債

務
主
導
投
資
）
と
い
う
運
用
戦
略

を
と
り
１
５
０
０
億
ポ
ン
ド
（
約

２
５
兆
円
）
の
損
失
と
な
っ
た
り
、

ク
レ
デ
ィ
ス
イ
ス
は
債
券
投
資
の

失
敗
で
経
営
危
機
説
ま
で
流
れ
て

い
る
。
日
本
で
も
銀
行
や
証
券
会

社
の
収
益
源
で
あ
る
「
仕
組
み
債
」

の
販
売
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
を
駆
使
し
た
商
品
の

損
失
が
目
立
ち
始
め
た
。

　

債
券
投
資
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を

組
み
合
わ
せ
る
と
損
失
が
表
面
化

し
に
く
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ゆ

え
に
突
然

金
融
破
綻

な
ど
の
可

能
性
も
あ

り
、
金
利

が
上
昇
傾

向
の
う
ち

は
注
意
が

必
要
で
あ

る
。

　

今
週
は

先
週
の
戻

り
の
強
さ

を
試
す
展
開
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

上
昇
傾
向
を
継
続
に
す
る
に
は
２

５
日
移
動
平
均
線
（
２
万
７
１
４

８
円
処
）
を
明
確
に
抜
い
て
く
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
は
２
万
７

４
０
０
円
処
に
戻
り
ゾ
ー
ン
が
あ

り
、
そ
の
水
準
を
抜
い
て
く
れ
ば

雲
の
下
限
（
２
万
７
５
３
２
円
処
）

を
目
指
す
展
開
が
期
待
で
き
る
。

　

一
方
、
下
値
は
転
換
線
（
２
万

６
５
１
１
円
処
）
、
更
に
上
昇
時
付

け
た
窓
（
２
万
６
４
０
８
円
３
１

銭
）
で
止
ま
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

止
ま
ら
な
い
と
３
日
に
付
け
た
窓

（
２
万
６
２
２
３
円
８
４
銭
）
を
埋

め
に
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
６
１
０

０
円
か
ら
２
万
７
２
０
０
円
。
売

り
仕
掛
け
す
る
材
料
は
乏
し
い
が
、

上
値
の
重
い
展
開
が
続
く
と
思
わ

れ
る
。　
　
　
　

　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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落
ち
着
き
を
期
待

関
心
は
第
２
四
半
期
決
算
へ

 

　

１
０
月
第
２
週

の
東
京
市
場
は
、

１
３
日
の
９
月
消

費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
発
表
前
ま
で
は
様

子
見
気
分
の
強
い
動
き
に
な
っ

た
が
、
発
表
後
の
１
４
日
は
あ

く
抜
け
感
か
ら
急
速
に
戻
す
動

き
に
な
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
た
９
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は

事
前
予
想
の
前
月
比
＋
０
・
２

％
に
対
し
て
＋
０
・
４
％
と
強

い
内
容
と
な
っ
た
。
変
動
の
大

き
い
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除

く
コ
ア
指
数
は
４
０
余
り
の
高

水
準
と
な
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
発
表
後

に
ダ
ウ
は
５
０
０
ド
ル
超
の
大

幅
安
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は

こ
の
内
容
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て

い
る
と
の
思
惑
に
加
え
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
財
政
悪
化
懸
念
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
買
い
戻

し
が
入
り
大
幅
高
に
な
っ
て
い

る
。

　

ナ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
２
２

５
先
物
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場

に
連
動
す
る
形
で
２
万
５
９
０

０
円
割
れ
ま
で
売
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
急
速
に
戻
し
て

お
り
、
Ｓ
Ｑ
通
過
か
ら
も
一
旦

は
悪
材
料
出
尽
く
し
に
な
り
、

日
経
平
均
で
は
２
万
７
０
０
０

円
を
回
復
し
た
。

　

今
回
の
内
容
を
受
け
て
大
幅

な
利
上
げ
継
続
と
な
り
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
の
利
上
げ
ペ
ー
ス
が
更
に
強

化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今

回
は
英
当
局
が
ト
ラ
ス
政
権
の

大
型
減
税
の
政
策
転
換
を
検
討

し
て
い
る
と
の
報
道
が
プ
ラ
ス

に
働
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
買

い
戻
し
て
一
巡
後
に
更
に
上
値

を
追
う
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が

残
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
高
官
発
言
で
動

き
が
一
変
す
る
可
能
性
も
あ
る

だ
け
に
引

き
続
き
警

戒
感
は
怠

れ
な
い
。

　

今
週
は

１
８
日
に

中
国
７
～

９
月
Ｇ
Ｄ

Ｐ
と
９
月

小
売
り
売

上
高
、
１

９
日
に
米

９
月
住
宅

着
工
件
数

な
ど
。
国

内
で
は
２
０
日
に
９
月
貿
易

統
計
、
２
１
日
に
９
月
消
費

者
物
価
な
ど
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
ほ
ど

の
大
き
な
経
済
指
標
は
な
く
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
高
官
含
め
て
タ
カ
派

的
な
コ
メ
ン
ト
が
出
な
い
限

り
、
落
ち
着
い
た
動
き
に
な
る

こ
と
を
期
待
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

（
９
９
８
３
）
が
好
決
算
か
ら

指
数
上
昇
に
寄
与
し
た
が
、
先

の
安
川
電
機
（
６
５
０
６
）
の

決
算
の
よ
う
に
原
料
高
に
よ
る

利
益
の
下
方
修
正
に
は
注
意
し

た
い
。

関
心
は

第
２
四

半
期
決

算
に
移

行
し
よ

う
。

今週のスケジュール

 

・17日 8月第三次産業活動指数
・18日 IT技術とエレクトロニクスの国際展
　　　 示会｢シーテック2022｣開催(〜21日)
　　　 中国7-9月期GDP、中国9月工業生産、
　　　 中国9月小売売上高、中国9月都市部
　　　 固定資産投資
　　　 独10月ZEW景況感指数
　　　 米9月鉱工業生産･設備稼働率
・19日 米9月住宅着工件数
・20日 9月貿易統計
　　　 9月首都圏新規マンション発売
　　　 米9月中古住宅販売件数
・21日 9月消費者物価
・25日 9月全国百貨店売上高
　　　 独10月Ifo景況感指数
・26日 9月企業向けサービス価格指数
　　　 米9月新築住宅販売件数
・27日 日銀金融政策決定会合(〜28日)
　　　 ECB定例理事会(ラガルドﾞ総裁会見)
　　　 米7-9月期GDP速報値
・28日 黒田日銀総裁会見
　　　 日銀｢経済･物価情勢の展望｣(展望レ
　　　 ポート)
　　　 10月東京都区部消費者物価
　　　 9月失業率･有効求人倍率
　　　 独7-9月期GDP
　　　 米9月個人所得･個人支出

編 

集 

後 

記

　

堺
市
の
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

で
質
の
い
い
中
古
品
を
買
っ
た
。

堺
は
知
る
人
ぞ
知
る
自
転
車
の

産
地
で
、
世
界
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ブ
ー

ム
を
部
品
で
支
え
た
世
界
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
、
シ
マ
ノ
を
輩
出
。

そ
の
起
源
は
１
６
０
０
年
前
に

百
舌
鳥
古
墳
群
を
築
く
際
に
集

め
ら
れ
た
鍛
冶
職
人
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
、
戦
国
時
代
に
は
火

縄
銃
、
江
戸
時
代
以
降
は
料
理

包
丁
、
明
治
以
降
は
自
転
車
に

関
わ
る
鉄
の
文
化
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
堂
島
に
は
世
界
の
先

物
取
引
の
先
駆
け
と
な
る
米
市

場
が
あ
っ
た
。
大
証
に
は
世
界

の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
所
へ
発

展
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
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